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薬剤師としての心構え

川崎市薬剤師会

実務実習委員 小松 豊数
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 医療関係者の犯罪

 ・薬剤師が睡眠剤を女性の飲み物に混入、寝ている間に性的暴行

 ・看護師が点滴に消毒薬を混入、患者を殺害

 ・介護士が入所の高齢者に暴行しベランダから転落させる

 ・障害者施設で介護職員が「障碍者は生きている意味がない」と複数人殺害

 ・医師が患者に筋弛緩薬を点滴し殺害

 ・医師が女性と性交後、飲み物に緊急避妊薬を混入

 ・・・・・・・・・・・・・・・

数えきれないほどの犯罪がある。
しかし、医療を志した時、罪人ではなかった。

いえむしろ病人や障害者の為に何か力になりたいと
思っていたはず。
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小さな心の隙間に入り込む闇に気をつけて

＜日々日常での出来事＞

 頭痛がひどい、１錠ロキソプロフェンを盗んだ。

 薬局の備品を盗んだ。

 調剤時、忙しさのあまり錠剤のシートをかごに投げ入れた。

 調剤時、忙しさのあまり分包機から出てきた薬を床に引きずった。

 錠剤をシートから器に出している時、調剤台に落ちた錠剤を素手で拾った。

 窓口で患者に「あなたは生活保護なのでお会計は無いですよ」大きな声で言った。

 汚れた白衣を着続けるようになる。

薬局業務は日常いろいろな事

 土曜の午後に処方せんを受け付ける。一般的には「１日３錠 分３毎食後」の薬が

「１日３錠 分２朝夕食後」となっていた。疑義照会のため電話をするが、すでに閉院し

ていて連絡がとれない。⇒

 患者から電話があり痛み止めが足りない。痛みが耐えられない。明日、受診日で処方して
もらうので出してほしい。⇒

 期限の切れた処方せんをお持ちになった⇒

 期限の近い薬でも調剤して出すように上司から言われた⇒

 高額な薬の処方せんを上司から断るよに言われた⇒
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エントロピー増大の法則

物事は放っておくと乱雑、無秩序な方向に向
かい自発的にもとに戻る事は無い

薬剤師としての心構え

 日頃から自身のエントロピーが増大しないよう顧みる。放っておくだけで乱雑
さ、無秩序さ増大する。

 常に初心を忘れない。今、君たちはエントロピーは低い。

 先生と言われるものほど、自身を顧みる力が必要。そのうち自分は偉いと勘違
いしてしまう。

 ※医療人として「崇高な人格者になれ」と言っている訳ではありません。
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薬剤師綱領 昭和４８年１０月制定

 一、薬剤師は国から付託された資格に基づき、医薬品の製造、
調剤、供給において、その固有の任務を遂行することにより、
医療水準の向上に資することを本領とする。

 一、薬剤師は広く薬事衛生をつかさどる専門職としてその能
力を発揮し、国民の健康増進に寄与する社会的責務を担う。

 一、薬剤師はその業務が人の生命健康にかかわることに深く
思いを致し、絶えず薬学、医学の成果を吸収して、人類の福
祉に貢献するよう努める。
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